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【研究成果の概要】 （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

各分担研究者において，計画された研究を実施し，以下のような成果をあげた．  

 

大地震の痕跡としての津波堆積物（藤本）  

 鎌倉由比ヶ浜の元禄時代と考えられる津波堆積物を調査した． 現在の砂浜や津波堆積物の上

下の砂丘を構成する砂との粒度や構成物質の比較を行った． 現在の海岸も津波堆積物も 125μ

m~250μ m がモードであったが，津波堆積物は 63μ m 未満の粒子が多く含まれていた．津波は泥

を多く巻き込んで押し寄せると推測できる ．また，現在の海岸は生物起源のものを 10%程度含

んでいたが，津波堆積物はわずかであり，現在の海岸や砂丘に比べ津波堆積物は ，磁性ありの

岩片が多かった．密度の差に由来すると考えられる．津波堆積物を詳細に調べることで押し寄

せ方などの情報が得られると期待される．  

 

人間活動が陸上生態系に与えてきた影響の歴史的考察と教材化（松川）  

 関東地方では弥生時代の農業開始が陸上生態系の破壊の引き金になったと考えられる．関東

地方では， 100 万年ほど前の陸上生態系に関して食物網とエネルギー流によりモデル化されて

おり，人間活動が陸上生態系に与えてきた影響を比較するための過去の生態系のモデル化がさ

れている．このモデルをさらに普遍化するため，同時代の異なる時代の陸上生態系を解析した．

これにより，化石記録と考古資料を基に，陸上生態系を食物網とエネルギー流によりモデル化

し，その時間的変遷を考察することが可能となった．  

 

二酸化炭素吸着メカニズムの研究（佐藤）  

地球温暖化に伴い，二酸化炭素（ CO2）の分離・回収・貯留技術は不可欠なものになってきた ．

エネルギー消費なく CO2 を分離・回収・貯留する最適な方法は物理吸着であるが，電気四重極

子を有する CO2 は原理的に吸着され得ない ．本研究では，サポナイト鉱物について，従来考慮

されてこなかったナノスケールの空間（ナノ空間）に着目し， CO2 物理吸着が実現する条件を

探索した．ポジトロニウム分光実験を CO2 吸着実験と平行して遂行し，ナノ空間壁面に CO2 分

子短軸方向サイズと類似した局所サイ トが存在する場合，物理吸着が起こりえることを見出し

た．  

 

都市開発による自然環境への影響調査（堂囿）  

 都市開発により自然環境が破壊され生物の生息域が失われているが，都市に残る公園・緑地

には生物多様性が維持されている可能性がある．都市環境と生物への影響を評価するために，

都市部から山間部に生育している植物を数種選び ，種子生産および送粉昆虫の観察を行った ．

都市部でも大きな公園では ，種子生産に貢献する昆 虫が観察され，都市部の生物多様性が維持

されている可能性が示唆された ．  

 

人間活動が大気環境へ与える影響の調査（中野）  

人間活動により大気に放出された化学物質が大気環境に与える影響あたえること教材開発に

おいて大気化学的な基礎的知見を得ること必要である ．本研研究では窒素酸化物とフェノール



という共に自動車・工場の排気ガスなどから放出される化合物について ，その反応速度定数の

決定やその反応機構などの検証を行い ，光化学スモッグや PM2.5 の生成にどのように関わって

いるかを調べた．得られた結果を用いることにより ，窒素酸化物とフェノールが大気汚染に与

える影響をより精度よく見積もることが可能となった ．  
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